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 東日本大震災で大きな被害を受けた三陸鉄道。４月

５日に南リアス線（36・6㌔）の吉浜－釜石間、６日

に北リアス線（71 ㌔）の小本－田野畑間での運転が

再開されます。震災前の状態に復旧するのに３年の歳

月が流れました。土砂に埋まる線路、駅舎、送電施設

……。当初、全線の再開は絶望的と見られていました。

けれども、鉄道マン、地元の人たちが後押しするなかで再開にこぎつけたのです。ＮＨＫドラマ「あま

ちゃん」のモデルにもなった岩手県の沿岸部を走る小さなローカル線。その復旧までの物語を描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 みんなの党の渡辺喜美代表が化粧品会社会長から８億円を借り入れていた問

題。党内でも辞任論が広がり、渡辺代表は追い込まれつつあるが、「ミッチー」

の愛称で親しまれた父美智雄氏ならどう対応しただろう。「政治とカネ」の問題

や数々の舌禍騒ぎも起こした美智雄氏＝写真＝は、逃げずに自らの言葉で語り

「憎めない政治家」だった。苦労人で気配りの人だったミッチーとドライな２代

目の渡辺代表。地元・栃木で親子を知る人々やゆかりの地を訪ね、ミッチーの声

に耳を澄ませた。 

 

 

 

 加藤登紀子さんの対談コーナー「Tokiko's kiss」。今月のゲ

ストは、元首相の細川護熙さん＝写真。「脱原発」を掲げて東京

都知事選に立候補した細川さん。出馬を決断した理由と、選挙

前から続けている被災地の復興支援などについて語りました。 

 

 

 

 

 今月１日、初演から 100年を迎えた宝塚歌劇。「ベルサイユのばら」に代表

される数々の作品や、多数のスターを輩出してきました。２世代、３世代にわ

たるファンも珍しくありません。「タカラヅカ」が長く愛されてきた秘密や、

舞台の楽しみ方について、関係者に聞きました。 

 

３年ぶりに全線復旧 

お帰りなさい 三陸鉄道！  ６日（日） 

「Tokiko's kiss」 おんなのしんぶん面 ７日（月） 

宝塚の楽しみ方   くらしナビ面 ７日（月） 

渡辺代表８億円問題 ミッチーが泣いている 

夕刊２面特集ワイド ７日（月） 
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 年々延びる日本人の寿命。特に女性の平均寿命は 86.41歳（2012年）と世界一です。

評論家の樋口恵子さん＝写真＝は、この超高齢社会を「人生 100年時代」ととらえ、長

生き社会にふさわしい新たな生き方として、個人も国も「100 年の計」を立てる必要が

ある、と訴えています。 

 

 

 

樋口恵子さんインタビュー くらしナビ面 ８日（火） 


